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<研究報告>
障害が重複し欠席が長期化している不登校児に対する
特別支援教育的アプローチ
三浦 光哉(山形大学)
要約
障害が重複し欠席が長期化している中学校 2年生のA子に対して、地域に組織化さ
れている特別支援教育推進委員会の専門家チームが中心となって、 A子と A子を取り
巻く関係者を一同に招集して特別支援教育会議(不登校改善計画会議)を開催した O
この会議の内容では、 A子に対して不登校改善のための 6項目の観点が示され、その
話し合いの取り決めについて個別の教育支援計画と個別の教育指導計画が策定・作成
された。その後、この計画に基づいて進めていったところ、 A子は再び学校に登校で
きるようになった O
1 .はじめに
文部科学省 (2009)による児童生徒の不登校の推移を見ると、 2002年度から 2004年
度にかけて一時減少したものの、最近はまた増加傾向にあり、 2007年度の不登校数
は 129，354人(小学校 23，976人、中学校 105，378人)である。この中には、 LD、ADHD、
高機能自閉症等の発達障害児が 2次障害として不登校になっているケースも含まれて
おり、今後の対応の在り方が問われている O また、この他の不登校として、病気によ
るものが 50，506人、経済的理由によるものが 250人、その他が 23，972人いる O 心身症
等によるものが約 1万人もいると推定されている D
一方、年間 30日以上欠席の不登校にならなくとも、時々学校を休みがちになる、
学校に遅れて登校する、教室に入れず相談室で学習をしているなど、いわゆる「不登
校傾向」の児童生徒も数値的に示されていないがかなりの数にのぼると推定される O
文部科学省 (2003)もまさに喫緊の課題として教育現場に対応を促している。
この不登校の対応に関して、三浦ら(2007) は、特別支援教育システム構築の波及
効果として、不登校が劇的に改善されていくといった報告をしている。この改善は、
単なる 1つの学校ではなく、市町村内に設置されているほとんどの小学校や中学校に
おけるものである。その特徴は、特別支援教育コーディネーター研修を担任が受講す
る、市町村に特別支援推進委員会が設置され、その専門家チームが定期的に巡回相談
を実施し担任等へのアドバイスを行う、特別支援対象児に対して個別の教育支援計画
?、〕
と指導計画を策定・作成すること等である。
本事例では、不登校児に対して特別支援教育推進員会の専門家チームが主導しなが
ら個別の教育支援計画を明確に策定し、その計画に基づきながら対応して改善してい
った内容を報告するものである O
1. 特別支援教育推進体制
本事例の不登校児が在学している中学校では、 2008年度から特別支援教育推進体
制が整備され、自治体独自に「特別支援教育推進委員会」を設置している(表 1)。
この委員会は、教育、福祉、医療、労働等からの代表約 20数名で構成されている O
また、この組織の中に専門家チーム(大学教授、指導主事、教育相談員、保健師)が
結成されている O 専門家チームの役割は、定期的(学期に 1回程度)に巡回相談を行
いながらスクリーニングを実施して特別支援対象児を選定したり、学校や担任等への
指導方法などをアドバイスしている O
特別支援対象児は、発達障害 (LD、 表 1 特別支援教育推進委員会の概要
ADHD、ASD) だけでなく、学力不振、
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II. 特別支援対象児(不登校児)への対応
1 .対象児の概要
対象児は、中学 2年生の女子 (A子)である O 中学校に入学するとともに脊柱側わ
ん症の手術のため B病院に入院し、併設されている病弱特別支援学校に転校した O 病
弱特別支援学校では、体調を考慮しながら学習を行っていた O その後、治癒したため
中学 1年の 2月に退院して自宅療養を行った O 中学 1年の出席は 6日であった O
中学 2年生になり、 4月から身体不調を訴えながら登校したり欠席が続いたりして
いたが、ついに 10月からは全欠となった O また、 11月には C病院で精神科医から「解
?
??
? ?
の診断を受け、 12月にはリストカットするようになった O離性障害J
スクールカウンセラーとのケース会議や病院での会議を開催しこの問、学校では、
し父親との面談を繰り返すなどの対応を行って登校を促すことを続けてきた Oたり、
A子に対して積極的に登校を促すこ母親も精神的な疾患を抱えているために、カ瓦し、
A子が学校や担任を拒否するようにまた、なかなか登校に至らなかった Oとはなく、
中学 2年生時の出欠日父親との連絡は取れていた D
であった O(出席50日)4月"-'2月 5日まで欠席122日
唯一、なり連絡も途絶えていた O
数は、
専門家チームによる支援会議の開催と内容2. 
専門家チームへの要請
、 、 ???? ?、 、
特別支援教育推進体制が整っているこの地域では、学校がし1ろいろな場面で対応
に苦慮、している際に、特別支援教育の専門家チームがその任務にあたることがある O
1月下旬に校長から専門家チームに要請があり、指導主事が調この事例の場合にも、
不登校改善計2月 8日に専門家チームによる特別支援教育会議(以下、整役となり、
が開催されることになった。画会議)
(大学教授、指導専門家チーム父親、A子、不登校改善計画会議に参加したのは、
特別支援教育コーディネーター、担任、養護教諭主事、保健師)、教育課長、校長、
A子と大学教授の二人でラポート形成を図会議直前の30分前に、(図 1)。であった
母親と中学校会議の内容については、本人の了承を得てビデオ撮影し、後日、
の教師に見せることにした O
った O
不登校改善計画会議の内容(2) 
司会は、専門家チームの表 2のような項目で進められた。不登校改善計画会議は、
その話し合いの概要を記載する。
不登校改善計画の項目表 2
以下に、大学教授が努めた。
本人自身の再認識
現在と将来の確認
不登校の確認
残りの在学期間の出欠確認
学校生活や家庭生活の確認
支援計画の策定・作成の合意
???????
? 、
?
? ?
不登校改善計画会議の様子図 1
① 本人自身の再確認
この項目では、「これまでの経緯J r障害J r能力・特性」といった観点で話し合っ
た O
「これまでの経緯」では、脊柱側湾症の病気があり手術して治癒していること、解
離性障害の診断を受けたりリストカットするなど精神的な問題があること、学校を長
期にわたって欠席していること等を確認した D
「障害」では、障害そのものの内容の理解とともに、脊柱側湾症は完治したので死
ぬことはない、解離性障害の現象に対しては自分で鉛筆で爪をいじることで精神安定
することを確認した O そして、 A子に対して今後 70年ぐらい生きなければならない
ことや解離性障害の対処方法としてお笑いなどのテレビを観て気分転換することをア
ドバイスした O
「能力・特性」では、学校での集団式知能偏差値が ISS=O0で、学習の遅れがな
いことを確認した O 学習能力についてA子は、能力が低いと思っていたので安心した
様子であった O
② 現在と将来の確認
この項目では、「人間観Jr教育観Jr将来観J といった観点で話し合った口
「人間観」では、本人が何故生まれたのか、本人の存在意義(何をするために生き
るのか)とは何かを確認した D 父親からは、本人を何故生もうとしたのか、生まれた
ときの気持ちはどうであったかを話していただいた O また、会議に参加した方に自分
の存在意義を話してもらいながら本人の存在意義を考えさせた O
「教育観」では、学校に行く必要性について、日本国憲法に等しく教育を受ける権
利、学校教育法に義務教育が示されていることを確認した。中学校卒業までは、親に
とっては子供を学校に通わせなければならないこと、担任にとっては学校に来て勉強
することの意義を教えた O
「人生観j では、将来の夢を確認した。 A子は、「事務員になりたしリとの考えを
持っていた。
③ 不登校の確認
この項目では、「欠席日数Jr不登校の意味Jr来年度の出欠」といった観点で話し
合った。
「欠席日数j では、 A子、父親、担任に対して昨日までの欠席日数を質問した O と
ころが、誰も答えられなかった O そこで、 112日(出席50日)であることを確認した O
「不登校の意味」の確認では、 A子と父親に対して「不登校とはどういうことなの
か」を質問した O ところが、これも答えられなかった O つまり、欠席日数を意識して
いないことが明らかとなった O そこで、 30日以上欠席の場合に不登校としてカウント
?
『
? 、
?
され、それが文部科学省のデータとして扱われ、今後の高校進学等に影響することを
教えた O
「来年度の出欠Jでは、専門家チームから「不登校児Jとしてカウントされないよ
うに年間29日まで欠席できることを提案した。
④ 残りの在学期間の出欠確認
この項目では、「学期残りの授業日数Jr残り授業日数の出欠Jr登校日の自己決定」
「学年末休業日 J といった観点で話し合った。
「学期残りの授業日数」では、明日から 3学期終了まで 25日あることを確認した。
「残り授業日数の出欠Jでは、残り 25日のうち、何日欠席し何日登校するかを自己
決定させた O 最初A子は、 20日出席すると答えたが、専門家チームがこれまでの経緯
からもっと休むように促したところ、最終的に12日出席 (13日欠席)と決定した O
「登校日の自己決定」では、最初に担任が残り 25日間の中での 6回の学校学級行事
を示した O 次に、この行事名を黒板に示し、 A子が行事で参加できる日を自己決定さ
せた(図 2) 0 A子は、学年末テスト、学力テスト、終業式の 3つに参加することを
決め、進路説明会、専門委員会、卒業式の 3つを拒否した O
「学年末休業日 j では、生活リズムの安定と未履修の学習補償のために登校するよ
うに促した o A子は、登校することを決意した O
⑤ その他の確認
この項目では、「欠席する場合Jr学習体制Jr家庭での過ごし方Jrその他、関係
者の役割J といった観点で話し合った O
「欠席する場合」では、始業前にA子が学校に電話連絡することを約束させた O ま
た、校長先生に対して、 A子が放課後登校した場合であっても出席扱いになることを
確認した O
表 3 生活リズムチェック表
環 目 (月2JS} 2(I火9) Z(I水10) Z(I木11) 2/12 2/13 2/14 (金) {土) {日}
時 分)に起きる。
)の学習を( 時間)する。
)の学習を( 時間)する。
ゲー ムやインター ネットは、
時間)までにおさえる。
得意、好きな( )をする。
)の手伝いをする。
時 分)までに寝る。
図 2 行事参加を自己決定する A子
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「学習体制」では、学校関係者に対して、これまでの保健室ではなく個別学習室を
確保すること、養護教諭中心の学習指導から全職員での学習指導に変更することを確
認した O
「家庭での過ごし方j では、 A子と保護者(父親)に対して、「生活リズムチェッ
ク表」を活用して行動をチェックすること、家庭学習(特に国語、数学)を一定時間
行うこと、ゲームが学習した後にすること等を確認した(表 3)。
「その他、関係者の役割」では、 A子を取り巻く関係者が、いつ、何をすればよい
かを確認した。
⑥ 支援計画の策定・作成の合意
このように不登校改善計画会議で話し合われた内容は、個別の教育支援計画、個別
の指導計画として策定・作成され、 A子と関係者全員に配布され、若干の修正を加え
て合意した(表 3、表 4)。
また、この計画の目標 (12日出席)が仮に達成されなかったときの「ペナルティ」
として、達成できなかった日の日数分を専門家チームの大学教授の研究室で学習する
ことが確認された O
さらに、実施期間中に専門家チームの巡回相談を実施して経過観察をすることも確
認された。
3 計画の実施と不登校の改善
A子への不登校改善計画は、表 4と表 5の内容に基づき、会議翌日の 2月 9日から
実施された O
実施後 1週間は、 A子が自己決定した日に登校し、欠席する場合も電話連絡して順
調に進んだ。登校日には、 10時頃登校したり放課後登校することがあったものの個別
学習室で担任や担当教師と話し合いながら何の教科を何時間学習するのかを確認して
から学習することができた。
しかし、 2週間目に入り、学年末テストが「新型インフルエンザJの流行によって
日程変更され、本人も体調を崩してからリズムが狂い、欠席が続くようになった O 自
己決定していた登校日にも登校しなくなった O 母親はA子の登校には無理をさせない
消極的タイプなので、そのことがA子にも影響も及ぼしていた O
1か月後の 3月 10日には欠席が 12日目となり、あと 1日だけ欠席が認められるこ
とになった O 専門家チームにもその連絡が入り、学校関係者同様にこの目標達成は無
理と思っていた O しかし、その後また登校するようになり、 3月 16日の最終日には、
目標を達成(登校 12日、欠席 13日)することができた D
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表4 個別の教育支援計画
診断・判断名
????????
???
??? ?
00 00 性別|女|生年月日|平成年月 日平成22年2月9日~
l I I 期間| 平成22年3月16日
・不登校(中2年時:平成22年2月8日現在、欠席日数112日)
・脊柱側わん症、(平成ム年ム月ム日、ムム病院)
-解離性障害(平成ム年ム月ム目、ムム病院)
・教研式知能検査ISS=ムム(中l年時)
・運動・競技などの体育は見学とするが、できる内容には参加させる 0
・教室に入れない場合には、相談室で個別学習させる。
-放課後登校した場合、「出席扱いj にする。
-中2年の2月9日から3月16日までは、 12日登校(欠席13日)することがで
目 標 |本人・保護者| きる。 2年生時の欠席を124日に抑える。
平成23年 | |・中 3年には、欠席を29日以内にする。
3月16日 ・本人が決めた3月末までに12日登校(欠席13日)を実行してほしい
(卒業まで)
関係機関
戸崎
ザー
F 占『
赤
学 校 |・自力通学できるようになってほしい。
-中3年からは、欠席を少なくしてほしい。
時 期 | 関係者の役割と具体的な支援
0担任(ムム教諭)
随時
登校した日
適宜
校
適宜
卒業式後
適宜
欠席の日
欠席の日
庭 |登校した日
毎日
毎日
毎日
適宜
適宜
定期
医療・保健 |定期
福祉・労働
-本人と確認しながら、登校できる日を決めてし 1く0
.家庭での生活チェック表を確認する。
-放課後登校の際には、学習内容を決めて実行させる。
O特別支援教育コーディネーター(ムム教諭)
-担任へのサポートを行う。全職員に計画内容を知らせる。
O管理職(ムム校長)
・目標が達成された場合に、「不登校終了証Jを授与する。
O管理職(ムム教頭)
-教育委員会や専門家チームに経過報告をする。
O本人(ムム)
-学校を休む時には、朝の段階で電話連絡する。
-家庭学習では、国語と数学を中心に時間を決めて行う 0
・学習した内容については、登校日に担任に見せる。
-ゲームは、学習の後にする。
・カレンダーに、登校日にはO、欠席目には×を付ける 0
.生活リズムチェック表に記入する。
0保護者(ムム)
・登校については、段階的に一人で歩行できるようにする。当初は、
父親が自動車で送る。
・中3年時には、 29日以内の欠席を本人に意識づける。
-病院に定期通院し、主治医からアドバイスを受けながら健康管理に
努める。
Oムム病院(ムム医師)
・定期検査をして、体調のアドバイスをする。
O福祉課(ムム保健師)
適宜 | ・身体的なことで本人から相談があった場合、アドバイスを行う。
専門家チーム 10ムム教育委員会特別支援教育専門家チーム
教育委員会 ムム大学教授、ムム教育課長、ムム指導主事、ムム保健師)
随時 | ・巡回相談を実施しながら、経過観察する。
適宜 | ・個別の教育支援計画、個別の指導計画の評価をしてし 1く。
Oムム教育委員会特別支援教育専門家チーム(ムム)
中学卒業まで| ・W1SC-IIIの検査を実施し、能力と障害の有無を見極める。
?
?
? 、
?
表 5 個別の指導計画
学年学級 1 2年 組(通常学級担任名期間|平成22年2月8日~
氏名| ムムムム ムムムム 平成22年3月16日
① 中2年の2月9日"'-'3月16日までは、 12日登校(欠席13日)することができる。
目 標 |② 12日登校の中で、 3回の学校学級行事 (2/5テスト、 2/23テスト、 3/15終業式)に参
(中 2終了迄)1 加することができる。
③ 「生活リズムチェック表」を活用しながら、家庭での生活を安定することができる。
教科・領域等| 具体的な目標 |指導者| 指導方法 |評価
0登校 ① 中2年の2月9日"'-'3月161担任
日までは、 12日登校(欠|その他
席13日)することがで|関係者
きる。
0行事の参加|② 12日登校の中で、 3回の|担任
学校・学級行事 (2/5テ
スト、 2/23テスト、 3/11その他
5終業式)に参加するこ|関係者
とができる。
0家庭生活 |③「生活リズムチェック表JI保護者
を活用しながら、家庭で
の生活を安定することが
できる。
-本人と確認して、登校日を明確に
させる。
-学校を休む時には、朝の段階で電
話連絡させる。
-学習室登校の場合には、朝の段階
で「学習計画表」を作成させ、実行
させる。
-本人の好きな教科、好きな給食な
どに積極的に声がけして友達と関わ
るように促す。
-目標が達成されない場合には、ペ
ナルティ(大学y研究室での学習)
を与える。
-学校学級行事については、参加の
有無を自己決定させる。
-行事の日程を確認させながら、出
席日を決めていく。
-カレンダーに登校日にはO、欠席
日には×を付けさせ、時々確認する 0
.生活リズムチェック表を確認する 0
・家庭でのゲームは、学習の後にし
ているかを確認する。
専門家チームは、 3月 19日に学校訪問して、学年末休業中の登校の様子を確認し
ようとしたが、 A子が体調を崩して特別支援学校に入院したために面談をすることが
できなかった O
4月に入り、中学3年生の始業式(4月 7日)の前日に、専門家チーム及び関係者
が集まって 1年間にわたっての完全に不登校を改善するために話し合った O そして、
個別の教育支援計画、個別の指導計画として策定・作成した O
N. まとめと今後の課題
欠席が長期化していたA子の対応としては、学校関係者と保護者との話し合い、病
。 。??
院に出向いての主治医・スクールカウンセラーとの話し合いなど、通常どの学校でも
行っているような教育相談を実施してきた O しかし、なかなか成果を示すことができ
なかった D
そこで今回のケースは、特別支援教育推進委員会の専門家チームに要請しての対応
を行うに至った O まず、これまで話し合いに加わっていなかった、当事者である A子、
専門家である大学教授、教育委員会の教育課長と指導主事、保健師などが会議に参加
し、教育・福祉・医療などの関係機関が連携するシステムを明確にした O また、話し
合いの内容は、表 2に示したような確認事項であった。これまでの不登校の対応でほ
とんど示されなかった、「不登校の意味Jr出欠日数の自己決定Jr関係者の明確な役
割と具体的内容」が当事者である A子の目の前で確認され、その内容は直ぐに関係者
全員の同意をもって個別の教育支援計画及び個別の指導計画として策定・作成され
たO このような手法は、『今後の特別支援教育のあり方(最終報告)j (2003)にも示さ
れているように、これまで暖昧とされてきた rPlan (計画) -Do (実施) -See (評価)J 
を具体的に活用したものである。
以上のことから、 A子の目標が達成された理由には、特別支援教育システムを活用
したこと、不登校そのものを暖昧にぜす認識を共有化したこと、会議に本人自ら参加
し出欠日数を自己決定したこと、会議の内容が不登校改善計画として示され常時保持
しながら確認したこと等が考えられる。
しかしながら、 A子は不登校から脱却できるようになったものの、まだまだ不登校
として認定されない「年間 29日以内j の目標を達成するのは、今後の中学 3年生の
生活にかかっている o 始業式前に中学 3年生 1年間の個別の教育支援計画及び個別の
指導計画が策定・作成されたので、今後の経過を観ていきたい。
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